
　神様の裏の顔　　
　　　　　　　　　　　　　藤崎 翔

　春や春　　
　　　　　　　　　　　　森谷 明子

私はあなたの記憶のなかに　
　　　　　　　　　　　角田 光代

そして、バトンは渡された　　
　　　　　　　　　　　瀬尾 まいこ

　樽とタタン　　
　　　　　　　　　　　　中島 京子

　百年泥　　
　　　　　　　　　　　石井 遊佳

　狩人の悪夢　　
　　　　　　　　　　　有栖川 有栖

ボニンブルーのひかり　　
　　　　　　　　　　　白石 まみ

　

第
３
４
回
横
溝
正
史
ミ
ス
テ
リ
大
賞
受
賞
。　

　

神
様
の
よ
う
な
教
師
、
坪
井
誠
造
が
逝
去
し
た
。
そ
の
通
夜
は

悲
し
み
に
包
ま
れ
、誰
も
が
涙
し
た
。
だ
が
、参
列
者
た
ち
が「
神
様
」

を
偲
ぶ
中
、
と
ん
で
も
な
い
疑
惑
が
。
実
は
坪
井
は
、
凶
悪
な
犯

罪
者
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か…

。
坪
井
娘
、
後
輩
教
師
、
教
え
子

と
ギ
ャ
ル
、
ご
近

所
の
主
婦
と
お
笑

い
芸
人
。
二
転
三

転
す
る
彼
ら
の
推

理
は
！
？
ど
ん
で

ん
返
し
の
結
末
に

話
題
騒
然
！
！ 

　

須
崎
茜
は
私
立
藤
ヶ
丘
女
子
高
校
に
通
う
俳
句
好
き
の
女
の
子
。

俳
句
に
否
定
的
な
国
語
教
師
と
授
業
で
対
立
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
俳
句
の
趣
味
を
理
解
し
て
く
れ
る
ト
ー
コ
と
い
う
友
人
が
で
き

る
。
２
人
は「
俳
句
甲
子
園
」を
目
指
し
て
俳
句
同
好
会
を
設
立
。
茜
、

ト
ー
コ
、書
道
有
段
者
の
真
名
、音
感
の
鋭
い
理
香
、口
達
者
な
夏
樹
、

情
緒
豊
か
な
瑞
穂…

ば
ら
ば
ら
だ
っ
た
６

人
の
個
性
が“

俳
句
バ

ト
ル”

で
輝
き
を
増

す
！
友
情
と
成
長
が

ま
ば
ゆ
い
青
春
小

説
！

角
田
ワ
ー
ル
ド
全
開
！
待
望
の
小
説
集
。

　

少
女
、
大
学
生
、
青
年
、
夫
婦
の
目
を
通
し
て
愛
と
記
憶
、

過
去
と
現
在
が
交
錯
す
る
多
彩
で
技
巧
を
凝
ら
し
た
物
語
が

始
ま
る
。「
私
は
あ
な
た
の
記
憶
の
な
か
に
」「
父
と
ガ
ム
と

彼
女
」「
猫
男
」

「
水
曜
日
の
恋

人
」「
地
上
発
、

宇
宙
経
由
」
な

ど
の
八
つ
の
名

短
編
小
説

　

血
の
繋
が
ら
な
い
親
の
間
を
リ
レ
ー
さ
れ
、
四
回
も
名
字
が
変

わ
っ
た
森
宮
優
子
、
十
七
歳
。
だ
が
、
彼
女
は
い
つ
も
愛
さ
れ
て
い

た
。
身
近
な
人
が
愛
お
し
く
な
る
、
著
者
会
心
の
感
動
作
。

　

あ
の
店
に
来
て
い
た
人
た
ち
は
、誰
も
が
ど
こ
と
な
く
孤
独
だ
っ

た
。
小
さ
な
喫
茶
店
で
タ
タ
ン
と
呼
ば
れ
た
私
が
、
常
連
客
の
大

人
た
ち
か
ら
学
ん
だ
の
は
、
愛
の
不
平
等
や
し
も
や
け
の
治
し
方
、

物
語
の
作
り
方
や
別
れ
に
つ
い
て
。
甘
酸
っ
ぱ
く
て
ほ
ろ
苦
い
お

菓
子
の
よ
う
に

幸
せ
の
詰
ま
っ

た
も
の
が
た

り
。

第
１
５
８
回
芥
川
賞
受
賞
！

　

チ
ェ
ン
ナ
イ
で
百
年
に
一
度
の
洪
水
！
ア
ダ
イ
ヤ
ー
ル
川
氾
濫
、

市
内
ほ
ぼ
全
域
浸
水
か
。
橋
の
下
に
は
猛
烈
な
勢
い
で
逆
巻
く
川
。

洪
水
の
泥
か
ら
百
年
の
記
憶
が
蘇
る
。
大
阪
生
ま
れ
イ
ン
ド
発
、け
っ

た
い
な
荒
唐
無

稽―

魔
術
的
で

リ
ア
ル
な
新
文

学
！

　

人
気
ホ
ラ
ー
作
家
・
白
布
施
に
誘
わ
れ
、
ミ
ス
テ
リ
作
家
の
有
栖

川
有
栖
は
、
京
都
・
亀
岡
に
あ
る
彼
の
家
、「
夢
守
荘
」
を
訪
問
す

る
こ
と
に
。
そ
こ
に
は
、「
眠
る
と
必
ず
悪
夢
を
見
る
部
屋
」
が
あ

る
と
い
う
。
し
か
し
ア
リ
ス
が
そ
の
部
屋
に
泊
ま
っ
た
翌
日
、「
獏

ハ
ウ
ス
」
と
呼

ば
れ
る
家
で
、

右
手
首
の
な
い

女
性
の
死
体
が

発
見
さ
れ
る…

。

臨
床
犯
罪
学
者
・

火
村
と
ミ
ス
テ

リ
作
家
・
ア
リ

ス
が
、
悪
夢
の

よ
う
な
事
件
の

謎
を
解
き
明
か

す
！

　

都
内
の
大
学
を
卒
業
し
、
特
に
夢
も
な
く
漠
然
と
し
て
い
た
瑛
介

は
、
バ
リ
バ
リ
の
広
告
マ
ン
だ
っ
た
父
が
突
然
会
社
を
休
み
始
め
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
唯
一
家
族
と
の
記
憶
の
残
る
小
笠
原
諸
島
へ

の
移
住
を
提
案
。
や
が
て
父
母
と
と
も
に
小
笠
原
に
渡
っ
た
瑛
介
は
、

ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の

涼
太
や
同
い
年
の

里
彩
た
ち
と
出
会

い
、
あ
る
夢
を
見

つ
け
て
い
く―

。

南河内を楽しむ本
                        らくうぇる南河内

　

い
き
い
き
生
活
提
案
情
報
紙
ら
く
う
ぇ
る
。
特
集
号

青
空
の
下
で
楽
し
む
ワ
イ
ン
地
元
ワ
イ
ン
で
乾
杯
！

カ
タ
シ
モ
ワ
イ
ナ
リ
ー/

河
内
ワ
イ
ン/

飛
鳥
ワ
イ
ン/

仲
村
ワ
イ
ン
工
房

ら
く
う
ぇ
る
大
人
の
社
会
見
学　

河
内
鴨
ツ
ム
ラ
本
店

神
様
、
仏
様
が
微
笑
む
南
河
内
の
神
社
仏
閣　

遥
か
な
歴
史
の
メ
ッ

セ
ン
ジ
ャ
南
河
内
・

古
墳
も
の
が
た
り

自
慢
し
た
い
南
河
内

人
気
カ
フ
ェ
・
レ
ス

ト
ラ
ン
か
ら
雑
貨
店

ま
で


